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項目内容 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 Factor5 Factor6
Factor1 :不安・抑うつ
将来のことを考えると不安になる .807 .008 -.117 -.072 -.007 .056
自分はダメな人間だと思ってしまう .733 .059 .172 .041 -.007 -.131
活動の見通しが持てず混乱したり不安になったりする .708 .122 -.060 .002 -.041 .099
気持ちの切り替えがうまくいかない .617 -.024 .058 .189 -.025 -.006
気分が沈んでしまう .605 -.046 .165 .029 .079 .010
Factor2 :不注意
諸手続きの期日や課題の提出日を忘れてしまう -.040 .799 -.038 .043 .035 -.039
レポートや宿題に集中できず期日に間に合わない -.083 .721 .029 .074 -.072 .075
スケジュールの管理ができない .055 .647 .040 .033 .005 -.105
計画的に物事を進めることができない .225 .625 -.038 -.153 -.013 .059
やるべきことよりもやりたいことを優先してしまう .198 .464 -.066 -.069 .033 .057
約束を忘れてしまう -.133 .438 .159 .142 .045 .035
Factor3 :対人関係
周りから孤立していると感じる -.057 .106 .882 -.009 -.008 -.115
友達とのつきあい方がわからないと感じる .076 -.025 .829 .018 .005 -.075
友達の雑談に入っていけない -.005 -.023 .730 -.055 -.013 .143
グループ活動などの集団で話し合いをする授業で苦痛を感じる .114 -.088 .502 -.045 -.003 .253
Factor4 :衝動性
衝動的に物を投げたり壊そうとしたりする .028 .027 -.010 .709 .010 -.118
突然カッとなってしまう .177 -.051 -.102 .662 -.029 .056
納得するまで質問するなど人から「しつこい」とよく言われる -.051 .092 -.019 .661 -.021 .005
思い込みが激しいと人から言われる .204 -.073 -.002 .549 .069 .006
人と会話するときに自分の話ばかりすると指摘される -.228 .021 .080 .515 .025 .260
Factor5 :読み書き
誤字、脱字がある -.061 -.007 -.020 .027 .960 -.045
文字や文章を読み間違える .018 -.029 -.044 .057 .794 .010
計算を間違える .055 .055 .071 -.081 .678 .059
Factor6 :修学上の困難
講義や授業を聴きながらノートをとることができない -.091 .152 -.018 .082 -.005 .661
周りの音が気になって講義中に教員の話が頭に入らない .120 -.126 .084 .076 -.054 .592
自分の意見を交えてレポートを書くことが難しいと感じる .171 .037 -.049 -.112 .145 .508
因子間相関 1 2 3 4 5 6
1 ― .446 .580 .416 .518 .559
2 ― .396 .375 .413 .488
3 ― .540 .338 .512



















抑うつ 不注意 対人関係 衝動性 読み書き
修学上の
困難 平均値 標準偏差 α
不安・抑うつ .467** .582** .453** .473** .541** 2.53 0.76 .863
不注意 .384** .362** .392** .447** 2.73 0.66 .815
対人関係 .463** .320** .464** 3.01 0.74 .847
衝動性 .379** .451** 3.34 0.58 .782
読み書き .502** 2.69 0.78 .855
修学上の困難 2.88 0.70 .687






項目内容 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4
Factor1 :居心地の良さの感覚
自由に話せる雰囲気である .799 -.019 -.063 -.029
周りの人と楽しい時間を共有している .736 -.134 -.145 .044
ありのままの自分を出せている .698 .076 -.089 .021
リラックスできる .679 .018 -.004 .061
満足している .633 .023 .013 .099
周りから理解されている .593 -.019 .108 -.078
周りの人と類似している .540 .208 .110 -.082
受け入れられていると感じる .539 -.145 .052 -.058
周りに共感できる .527 .040 .189 -.055
周囲に溶け込めている .498 -.140 .218 -.083
自分のペースでいられる .473 .009 .007 .146
存在を認められている .404 -.110 .212 .103
Factor2 :拒絶感の無さ
疎外されていると感じる -.024 .768 .150 -.015
無視されていると感じる .151 .720 .044 -.071
孤立している -.134 .640 .040 .041
嫌われていると感じる .148 .638 -.168 .020
自分が場違いだと感じる .001 .627 -.077 .025
浮いている -.068 .602 -.019 .023
寂しさを感じる .023 .425 -.074 -.025
Factor4 :被信頼・受容感
良い評価がされていると感じている -.052 -.066 .801 -.001
必要とされていると感じる .149 .007 .743 -.070
他人から頼られていると感じる .136 -.003 .599 .051
他人から関心をもたれている .229 .020 .463 .027
一定の役割がある .045 .069 .408 .387
Factor4 :課題・目的の存在
好きなことがある .013 -.064 -.064 .851
熱中できるものがある -.032 .039 -.033 .840
やるべき目的がある .027 -.013 .121 .457
因子間相関 1 2 3 4
1 ― -.591 .686 .433

































存在 平均 SD α
居心地の良さの感覚 ― .511** .701** .388** 2.06 0.51 .891
拒絶感の無さ ― .326** .152** 1.93 0.55 .817
被信頼・受容感 ― .429** 2.35 0.57 .832
課題・目的の存在 ― 1.80 0.67 .764
表 4   大学環境への適応感尺度の下位尺度間相関と平均，SD，α係数
**p<.01
 
















不安・抑うつ 不注意 対人関係 衝動性 読み書き 修学上の困難
1～1.5 80 37 34 5 55 28
1.6～2 179 105 97 20 192 98
2.1～2.5 162 208 97 48 118 112
2.6～3 254 256 271 216 287 359
3.1～3.5 75 152 146 185 67 76
3.6～4 105 91 212 383 138 183
表5　平均と標準偏差の判定基準に基づいた要支援学生の人数と割合
不安・抑うつ 不注意 対人関係 衝動性 読み書き 修学上の困難
要支援人数
(-1SD以下の人数） 122 142 131 123 98 126
割合 14% 17% 15% 14% 11% 15%


















居心地の良さの感覚 拒絶感の無さ 被信頼・受容感 課題・目的の存在
不安・抑うつ -.322** -.350** -.293** -.170**
不注意 -.154** -.257** -.203** -.112**
対人関係 -.475** -.484** -.353** -.173**
衝動性 -.217** -.367** -.141** -.094**
読み書き -.126** -.222** -.202** -.072*
修学上の困難 -.238** -.256** -.244** -.144**





















































































(http://www. mext. gojp/COmpOnent/b_menu/shingi/toushin/_icsFiles/afie ldfile/2008/12/26/1217067_001. 
pdf) (参照日 2017 年 3 月).  
2）独立行政法人日本学生支援機構「大学短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の修学


























13) 中井大介・茅野理恵・佐野 司「 UPI から見た大学生のメンタルヘルスの実態」『筑波学院大
学紀要,』2号，159頁-173頁，2007 




























  This study clarified what kind of difficulties students had in their university lives and considered the 
relationship between the difficulties they acknowledged and their adjustments to the university. As the result, it 
was revealed that 30% of the students had psychological difficulties, such as anxiety and depression，and the 
difficulties in their basic academic achievement, such as reading and writing. It was also suggested that 15% of 
the students had interpersonal difficulties, attention deficit, and problems with study skills. Then, all of the 
difficulties lead to a decrease in the sense of adjustment to the university that is based on human relationships, 
and it was suggested that the difficulties concerned with anxiety and depression and interpersonal difficulties 
especially had a strong relationship with the sense of maladaptation. 
